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彗星や氷星間塵中に観測されているホルムアルデヒド（H2CO）、メタノール (CH3OH) の重要な生成プロセ
スの一つとして CO + H −→ HCO + H −→ H2CO + H −→ CH3O + H −→ CH3OH という塵表面における
CO分子への水素原子付加反応が考えられる。我々は上記プロセスの反応素過程全てを定量的実験により解明す
ることを目指している。これまでに CO氷に水素原子を照射する実験を行い上記プロセスが効率的に進むことを
明らかにした。またH2CO氷（10K,15K,20K）に対して水素原子照射実験を行い、上記プロセス後半のみについ
ても詳しく調べた。その結果H2CO→CH3OH の反応速度は 15K＞ 10K＞ 20Kであること、15KではH2CO→
CH3OHの反応速度はCO →H2CO の半分であることを春季天文学会で報告した。その後更に実験を進めて以下
のことが明らかになった。CH3OHの生成量は最終的に 20K＜ 15K＜ 10Kになった。CO氷への水素原子照射
実験では 20Kで CH3OHの生成がほとんど見られなかったが、これは 20Kで CO→H2CO の反応が非常に遅い
ため親となるH2COの量が少なかった為であると考えられる。H2CO氷の膜厚を変えて実験を行った結果、生成
されたCH3OHから水素が引き抜かれH2COに戻る逆過程は起きてないこと、H2CO→CH3OHの反応はH2CO
氷表面およそ 1～2MLでのみ起こっていることが明らかになった。


